
 

                     
保育業界で⻑きにわたり問題とされていた「待機児童」については、様々な施策が打たれ、保育施設が増えてきたことで現

在では落ち着きを⾒せはじめています。その⼀⽅で、出⽣数の加速度的な減少の影響により「児童数の確保」が今後の保育
経営における重要な要素になることは疑うところがありません。 
出⽣数が減少している要因の１つと考えられる新型コロナ感染症も、未だにはっきりとした終息への⾒通しが⽴っていないこと
を考えると、今後も出⽣数の減少傾向は続くことが懸念されます。 
急速に「保育園を選ぶ」時代へ移⾏していく中、保育事業者様にとっては「保育の質」と「経営の質」の両⽅を⾼めていくことの
重要度がこれまで以上に増していると考えます。 
今回、株式会社保育システム研究所代表の吉⽥正幸⽒をお招きし、私たちが置かれている状況を客観的に俯瞰しながら、
With/After コロナ時代の保育事業経営についてあらゆる保育事業者様が考えておきたい重要論点についてご教⽰いただき
ます。 
講演後は、４名の登壇者によるパネルディスカッションで、未来を⾒据えて今私たちが何をすべきなのか、多角的な視座からよ
り深く考えて参ります。 お誘いあわせの上、ご参加ください。 
お申込みいただいた⽅には「⾒逃し配信」も準備しておりますので、当⽇ご都合の付かない⽅も、ぜひ、お申込みください。 
 
【開催概要】 

⽇時︓2022 年 1 ⽉ 19 ⽇（⽔） 
時間︓13:30〜15:10 
参加費︓無料 
参加⽅法︓Zoom オンライン 
お申込み︓下記より、お申込み専⽤フォームにてお申込み下さい 

 https://us02web.zoom.us/webinar/register/9816396441760/WN̲t3AW2VIFTUCq2L7yzwSq7w 
 
【内容】 

・株式会社保育システム研究所 代表 吉⽥正幸⽒ によるご講演 
・パネルディスカッション 
・質疑応答コーナー 

 
 



【登壇者紹介】 
＜講演＞ 
 吉⽥正幸⽒   株式会社保育システム研究所  代表 

○略歴 
福岡市出身。大阪大学人間科学部卒業。 
㈱保育システム研究所 代表取締役、保育専門誌「遊育」 発⾏人 
大妻⼥⼦大学大学院非常勤講師（保育マネジメント特論） 
 
○審議会など 
⽂部科学省︓「新しい幼児教育の在り⽅に関する調査研究」企画評価会議委員 
厚⽣労働省︓社会保障審議会少⼦化対策特別部会委員 
経済産業省︓保育現場のＩＣＴ化・⾃治体⼿続等標準化検討会座⻑   など歴任 
神奈川県⼦ども・⼦育て会議委員（幼保連携型認定こども園認可専門部会副部会⻑） 
京都市はぐくみ推進審議会特別委員 
厚⽣労働省︓⼦ども・⼦育て支援推進調査研究事業企画評価委員 
内閣府︓⼦ども・⼦育て支援システム標準化検討会座   など現在 
 
○著書（共著・分担執筆を含む） 
「次世代の保育のかたち」（フレーベル館、2010） 
「選ばれる園になるために〜変革のビジョンと実践」（世界⽂化社、2013） 
「認定こども園の未来〜保育の新たな地平へ」（フレーベル館、2016）  など 
 
○その他 
ＮＨＫ「クローズアップ現代」「ナビゲーション」「視点・論点」のゲスト解説等に出演  など 

 
＜パネルディスカッション＞ 

吉⽥正幸⽒   株式会社保育システム研究所 代表  
片山雄基⽒   社会福祉法人種の会 理事⻑・はっとこども園 園⻑   
森本新士⽒   株式会社ベター・プレイス 代表取締役社⻑   
瀬⽊葉⼦     株式会社保育のデザイン研究所 代表取締役  
 

【主催】 

株式会社ベター・プレイス        https://bpcom.jp/ 

株式会社保育のデザイン研究所  https://hoiku-design.co.jp/ 

【後援】  特定非営利活動法人 全国認定こども園協会 
 

株式会社ベター・プレイスと株式会社保育のデザイン研究所は、新しい時代を迎える保育・幼児教育業界を 
サポートする企業です。 
今後も、保育・幼児教育事業者様向けのセミナーを定期的に実施して参りますので、ぜひご参加ください。 


